
に
対
応
し
、適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
と
エ
リ
ア
で

の
避
難
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
、第
１
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
水
位
情
報
の
提
供
を
開
始
し
ま
し

た
が
、こ
れ
か
ら
さ
ら
に
、国
や
京
都
府
の
防

災
情
報
を
受
け
取
り
、こ
の
シ
ス
テ
ム
と
連
動

さ
せ
る
こ
と
で
、自
治
会
ご
と
に
、６
時
間
先

を
見
据
え
た
避
難
情
報
の
発
信
を
目
指
し
て

い
ま
す
。今
後
、令
和
4
年
度
末
ま
で
、実
証
実

験
や
シ
ス
テ
ム
の
検
証
を
行
い
改
良
を
進
め
、

令
和
5
年
度
の
本
格
運
用
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

施策に関するご意見を
このページに関する意見や感想

をお寄せください。
皆さんと一緒にまちづくりを進

めていきます。
▶詳しくは、危機管理・防災課 （☎
66・1089） へ。

　
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
は
使
わ
れ
な
け
れ
ば
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

感
染
リ
ス
ク
回
避
の
た
め
の
二
酸
化
炭
素
濃

度
や
潮
位
、積
雪
、雨
量
な
ど
、生
活
に
身
近
な

情
報
も
追
加
し
、
普
段
か
ら
使
わ
れ
る
シ
ス

テ
ム
を
目
指
す
こ
と
で
防
災
意
識
を
向
上
さ

せ
、安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　防災は、個人の動き、自助ということが重要になっ
てきます。自助のためには情報がないと自分で行動が
できないので、正しくて精度の高い情報をいかに得ら
れるか、情報を得た時に自分がしっかりと動けるかと
いうことが命を守ることにつながります。今回運用を
開始したシステムは、この情報を正確にいち早く届け
るためのものなので、これからは正しい行動ができる
ための防災教育が必要になってくると思います。
　また、災害は特別なものという考え方ではなくて、
普段の生活の一部くらいに認識してもらえたら防災力
が高まります。このため、こうしたシステムも日常的
に使われることが大事です。天気予報など毎日見るも
のをこのシステムに取り込んでしまうのもひとつの手
段ではないでしょうか。さらには既存のハザードマッ
プと重ね合わせるとより危機意識の向上
につながると思います。
　今回のシステム運用開始をきっかけに
さまざまな検討が重ねられ、さらに防災
力が向上することを期待します。

舞鶴工業高等専門学校
加登 文学 さん

「

　
日
本
中
で
相
次
ぐ
豪
雨
災
害
。本
市
も
過
去

５
年
の
間
に
３
度
も
台
風
な
ど
に
よ
る
浸
水

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。地
球
温
暖
化
の
影

響
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、近
年
、短
時

間
に
強
い
雨
が
降
る
こ
と
が
増
加
傾
向
に
あ

る
な
ど
、大
雨
リ
ス
ク
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、国
で
は
豪
雨
災
害
か
ら
命
を

守
る
た
め
、防
災
気
象
情
報
の
伝
え
方
の
改
善

に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
も
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
は
じ

め
と
し
た
防
災
の
取
り
組
み
に
加
え
、昨
年
度

か
ら
は
国
の
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造

プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）が
開
発
を
進
め
て
い

る「
市
町
村
災
害
対
応
統
合
シ
ス
テ
ム
」の
モ

デ
ル
自
治
体（
全
国
で
7
自
治
体
）と
し
て
、関

係
機
関
と
連
携
し
た
実
証
実
験
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
運
用
開
始
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

は
、オ
ム
ロ
ン
ソ
ー
シ
ア
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
㈱
や
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
㈱
な
ど
の
民
間
企
業
や
舞

鶴
高
専
と
連
携
し
、河
川
の
水
位
情
報
が
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
大
雨
や
台
風
が
接
近
し
た
時
の
河
川
の
水

位
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き
、利
用

者
の
現
在
地
を
中
心
に
情
報
を
表
示
で
き
ま

す
。ま
た
、
危
険
度
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

た
め
に
、河
川
の
水
位
情
報
を
色
分
け
し
て
表

示
し
て
い
ま
す
。

　
水
位
情
報
は
、
国
や
京
都
府
が
す
で
に
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ（
※
２
）と
し
て
配
信
し
て
い
る
河

川
水
位
情
報
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
市
内
の

川
に
水
位
計
と
デ
ー
タ
通
信
機
器
を
設
置
し
、

市
内
43
箇
所
の
水
位
情
報
を
シ
ス
テ
ム
に
反

映
。配
信
を
７
月
28
日
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
浸
水
被
害
の
特
徴
は
、山
と
海
が
近

い
こ
と
で
水
位
上
昇
が
早
く
、高
潮
の
影
響
が

非
常
に
大
き
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
の
特
徴

No.90

シリーズ

第
７
次
舞
鶴
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
、ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
や
市
の
取
り
組
む
施
策・事
業
を
お
伝
え
す
る「
市
政
の
今
」。

今
回
は
、Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ（
※
１
）を
用
い
た
防
災
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

総
合
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
で

よ
り
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

シリーズ

未
来
技
術
等
を
活
用
し
た
心
が
通
う
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

▪
大
雨
リ
ス
ク
の
増
加
と
防
災

▪
総
合
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム

▪
避
難
情
報
と
し
て
活
用

舞鶴高専の建設システム工学科教授で
防災士の加登さんにお話を聞きました。

▲水位計から得たデータを閲覧できる舞鶴市総合モニタリング情報配信システム

右上）水位情報を測定するモニタ
リング水位計
右下）緊急時はスマホでも
左上）平成29年の浸水被害の様子

（真名井商店街）
左下）システム今後のイメージ

※1 IoT…あらゆるモノがインターネットにつながり、情報のやり取りをすることで、モノのデータ
化やそれに基づく自動化などが進展し、新たな付加価値を生み出すこと。

※２ オープンデータ…機械判読に適したデータ形式で、二
次利用が可能な利用ルールで無償で公開されたデータ

▪
普
段
か
ら
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
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